
NAGOYACHIKUSACLUBOFN』

W掘胴KLY

THEROTARY

名古屋千種ロタリクフブ

承認 1982年8月24日

例会日 火曜日 1230

例会湯 名古屋東急ホテル

事務局 TEL763510FAX76352

会長 一好 親

幹事 伊藤健文

広報･会報委員長吉田 玄

'Al

題字黒野,貞宇

地域を育み､大陸をつなぐ:蝦脆測朏孵
』(）1

No.11
1 1 1 < i〈l 、1 _ 1

先週の例会

第1332回 平成22年9月21日（火）購

卓話 “インターアクトクラブについて”

地区インターアクト副委員長 服部英男君

地区インターアクト委員 堀本保美君

今日の例会

第1333回 平成22年9月27日 （月）
ガバナー公式訪問（名古屋東・名古屋昭和RC合同）

＜田嶋好博ガバナー紹介＞

◆それでこそロータリー

◆ビジター紹介

地区インターアクト副委員長 服部英男君

地区インターアクト委員 堀本保美君

大阪西南RC 津田良樹君

◆出席報告

会員 43（39）名 出席31 名

出脈率 79． 49％

前々回 9／7 （修正出席率） 97． 44％
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｜伊藤幹事報告 ’
生年月日 1939年（昭和14年) 3月1日

職業分類 民事弁謹士

勤務先・役職 田嶋・水谷法律事務所弁護士

所在地 名古屋市西区菊井2－4－5

［経歴］

1961年3月 中央大学法学部卒業

1962年 最高裁判所司法修習生

1964年 弁護士登録

［公職］

愛知県弁護士会副会長

名古屋地方・簡易裁判所調停委員

名古屋地方裁判所鑑定委員

愛知県地方労働委員会会長

愛知県個人情報保誰審議会会長
［ロータリー歴］

1972年10月 名古屋北RC入会
1998-1999年 クラブ会長

2005-2006年 東名古屋分区ガバナー補佐

2008-2009年 ガバナーノミニー

2009-2010年 ガバナーエレクト

マルチプル・ポール・ハリスフェロー

ベネファクター 米山功労者

くガバナー方針＞

『クラブに夢と活力を』
・毎日が職業奉仕

･ITの活用

，メークアップは例会に出席して

次回例会はガバナー公式訪問で27日（月） 12時

30分より名古屋東急ホテル3階バロックの間に

て開催いたしますので28日（火）の例会はござい

ません。
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三好会長挨拶 ’

今日は9月21日、やっと少し涼しくなってき

ました。でも先日もお話したように山ではもう秋

がどんどん深まっています。

先週北海道では紅莱が始まったそうです。川もほ

とんどが今月いっぱいで禁漁となります。イワナ、

アマゴ、ヤマメ等です。それは、これから彼らが

産卵の時に入るからです。

川の上流部、彼らが生まれた川です。生まれて川

を下るものと居残るものに分かれます。川に残る

ものは強くて、良いエサ場を確保できる固体です。

そして、気の弱い固体は居場所が無く仕方なく川

を下り、海（湖）へと旅立ちます。

そして特に海に出るとき″銀化(ぎんけ)″と言っ

て、体を海水にも大丈夫な様に順応させる訳であ

ります。中でもサクラマスと云われる種は、降海

会長ﾃｰﾏ『自然に優し< 1人に優し< 1おもいや0ﾉをI 』 本紙は抑'l!；紙を側剛しております



◆卓話 “インターアクトクラブについて”

地区インターアクト副委員長 服部英男君

後約1年でふるさとの川に戻ってきます。このこ

とはサケも同じです。サケは4～5年回遊します

がサクラマスは1年位（日本列島周辺）です。

なぜ、生まれた川に戻れるか非常に不思議ではあ

りますが、確かに川は臭いも、味も違いがあると

思います。特に海からの河口に近いところでは分

かり易いのではないかと思います。

それは、流域の人々の生活、土質、生えている木々

によって、その川独特の有機物、無機物、何かが

あるのだと思います。

《予断ですが何の濁りも無い100%きれいな川は

何も住んでいません。ホタルもそうです。きれい

過ぎるとダメなんです｡生物にとっては． ・ ・ ・ ．。》

そして生まれ故郷に戻ると、今度は居残り組みが

小さく、圧倒的に降海組は大きく （約50c'n)な

って帰ってきます。 （居残り組はせいぜい20~

30cm)大逆転です。

そして、メスとの交尾に関しても圧倒的に優位に

立ち本来の自分の子孫を残す訳であります。イワ

ナにしてもアマゴ・ヤマメにしても、一度の産卵

で死ぬことはありません。

たまに見かけるのは1匹のメスに対し、大きな降

海組に小さな居残り組が一緒になって卵に精子を

放っている場面です。

でも本当にエライと思うのは、 自分たちを海に追

いやった（その時強かった）居残り組に対し、仕

返しで殺して食べてしまうことも無く、何の恨み

も無く生きていることが、健気で、純粋で素晴ら

しいと思いました。
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皆さんこんにちはご紹介をいただきました、地

区インターアクト委員会の服部英男と申します。

所属は岡崎南ロータリークラブです。

今日は、大切な例会の時間をお与えいただきク

ラブの方々に厚くお礼申し上げます。

2010年-201 1年度の地区の新世代組織が変わっ

たことはご承知の通りと思います。

また国際ロータリーも大きく方向転換をしてお

ります。すでに昨年度国際ロータリーには新ilt代

委員会は存在しなくなりました。

2010年規定審議会にて、新世代奉仕が第五の奉

仕部門として決定されたことにより、若者たちを

ロータリーに積極的に参加させるというロータリ

ーの誓いは以前にも増して強いものとなりまし

た。

新世代奉仕部門は、

標準ロータリークラブ定款の第五条に次のよう

に加わりました。

5．奉仕の第五部門である新世代奉仕は、指導力養

成活動(RAYLA) 、社会奉仕プロジェクトおよび

国際奉仕プロジェクトへの参加（インターアク

ト・ローターアクト） 、世界平和と異文化の理解

を深め育む交換プログラム（青少年交換）を通じ

て、青少年ならびに若者によって、好ましい変化

がもたらされることを認識するものである。と加

わりました。

今年度当地区においても、いろいろといきさつ

はありましたが、新世代委員会は廃止され、イン

ターアクト委員会、 ローターアクト委員会、ライ

ラ委員会、 と今年度新たに国際交流から移ってき

ました、青少年交換員会の4委員会にてガバナー

直轄で新世代活動を行っていくこととなりまし

た。

それでは、インターアクトについて基本理念を

中心に、その事業についてお話させていただきま

す。

国際ロータリーの奉仕活動には、大きく分ける

と二つの奉仕分類に分けることができます。一つ

は、飢餓、貧困への救済、もうひとつが、青少年

｡
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松前憲典ガバナーエレクトより

次期ガバナー補佐大口弘和君へ委嘱状が届き、

会長よりお渡しお致しました。
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◆大阪西南RC津田良樹君へバナーを会長よりお渡し

いたしました。



育成事業であります。

この青少年育成事業を担当するのがインターア

クト委員会、ローターアクト委員会、ライラ委員

会、青少年交換委員会です。

先ほど申し上げましたように、現在国際ロータリ

ーにおいて、新世代委員会は無くなり、新世代担

当のコーディネーターの元に4委員会が活動を行

うことになっているようです。

当地区においても本年度から新世代委員会が廃

止され次年度はたぶん、第五の新世代奉仕として

発足するのではないかと思います。ロータリーで

言う、新世代とは、一昨年までは． 14歳～30歳の

青少年達をさしおりましたが、一昨年度のIR会長

リー・ドンカン氏の「夢をかたちに」のテーマで0

歳から30歳の青少年達となりました。

今後はインターアクトよりも若い年代である、

小学生、中学生を対象としたクラブが発足するも

のと思います。

新世代関連の各事業プログラムが、 ロータリー

の奉仕の精神に基づいて、貴重なクラブ員の浄財

を使い、事業活動に、心血を注いでも、すぐにそ

の成果を確認することが非常に難しく、成果を追

求することはなおさら難しい事業であります。未

来に向けて成果を託すしかないのが青少年健全育

成事業です。

また、その事業プログラムの恩恵を受けた、青

少年達が、将来どのよう成長していくのかも予測

できません。

そして、その受けた恩恵がその青少年達の将来

に生かされていったのかどうか、どうような影響

を与えたのかも確認することが非常に難しいのが

現実であります。

ようは、新世代活動の理念は、費用対効果は求

めない、夢と希望を託して活動を継続すること、

だからこそ、企業ではできないことを奉仕団体と

して実施できる。これが、新世代活動の理念であ

ります。

私は、6年間のうち海外派遣研修に3回、国内派

遣研修に1回参加させていただきました。

海外・国内を問わず、派遣研修の前に、国内での

事前研修2回（一泊二日）をおこないます。派遣

事前研修でも、実際に高校生がみるみる成長をし

ていきます。派遣研修では、海外でのホームステ

イ、現地高校との交流で本当に変わっていくこと

を目のあたりにして、初めて国際ロータリーの新

世代育成事業の成果を目にいたしました。

このロータリーの青少年健全育成プログラムを

通して、将来の未知なる若者たちに、貴重な浄財

を使って、青少年達に、将来の社会生活において、

よき社会人となり、よき社会の指導者となり、よ

く地域文化の伝統を継承し、地域に貢献する人材

の育成を願うことであるとともに、同時に、ロー

タリーの奉仕の精神を継承し、各分野での奉仕の

リーダーへと成長することを願い、その実現に向

けて、ロータリーの心血を注ぐ奉仕が新世代関連

の奉仕であります。

インターアクトの目的・目標

インターアクトクラブは、奉仕と国際理解に貢

献する世界的友好精神の中で相共に活動する機会

を青少年に与えるために結成されます。

インターアクトクラブに入会できる者は高校に

在学中の学生または年齢14歳から18歳までの若

い人でしたが、現在は12歳から18歳となってお

り中学生も対象になったようです。

現在のところ中学校を主体としたインターアクト

クラブは日本にはないようですがいずれ誕生する

ものと思われます。

毎年、インターアクトクラブは少なくとも2つ

の社会奉仕プロジェクトを行い、そのうちの一つ

は国際理解と親善を推進するものとされておりま

す。

プロジェクトを通じて、インターアクターは地

元社会や海外のクラブと友情のネットワークを築

き、奉仕活動は、インターアクターの活動の真髄

で、奉仕活動を通じて

・指導力と人間としての高潔さ

・他者を助け、他者を尊重すること

・個人の責任と懸命に努力することの価値

・国際理解と親善を推進すること

を学びます。

桜花学園インターアクトクラブは地区内でも非

常に活発に活動をされているインターアクトクラ

ブのひとつです。まさに、奉仕活動を通じて学ば

れていることと思います。

またクラブ員の数はN0. 1だと思います。

現在愛知県2760地区では昨年度愛知啓成高校イ

ンターアクトクラブが発足し、 16のインターア

クトクラブが23の提唱ロータリークラブにて活

動しています。 16のクラブのほとんどのインタ

ーアクトクラブが高等学校を母体としているのに

対して当地区には珍しく名古屋YMCAを母体とし

てコミュニティー主体のインターアクトクラブが

あります。

また、ひとつのインターアクトクラブを複数の

RCが提唱しているクラブもあります。

貴クラブも3つのRCが桜花学園インターアク

トクラブを提唱されているように・単独ではなく

協同で提唱することにより－クラブの負担は減る

ものと思います。

次に、地区のインターアクトのプログラムをご

紹介いたします。

地区インターアクトのプログラムとして、毎年

インターアクターを連れて・海外派遣研修を行っ

てまいりました。

第一回は1968年-69年に始まり、276地区とし

て長野と合同で始まり、アメリカ西海岸3週間の



研修であったようです。

その後、ハワイでの研修をへて、 1994年-95年

から愛知県単独での研修と移り変わり、ハワイ、

オーストラリア・シドニー、ブリスベン、メルボ

ルン、パースと場所を変えてきております。

2006年-09年まで委員としてオーストラリア・

メルボルン・パースに、コーディネーターとして

同行させていただきました。

残念ながら昨年度はインフルエンザで海外中止

となり、本年度も地区の意向で国内研修となって

しまいました。非常に残念でなりません。

次年度は是非海外派遣を再開していただけるよ

う、ガバナー、ガバナーエレクトにお願いをして

おり、内諾はいただいております。

地区と地区・クラブとクラブが国を超えてイン

ターアクトが交流できることを目標として次年度

に向けて準備をしているところであります。

もうひとつは、地区大会のインターアクト版の

インターアクト年次大会であります。

IACの活動は、若木に、ロータリーの健全育成

の願いと、思い、滋養を注ぐプログラムでありま

す。

また、青少年育成プログラムの活動は．広大な

る砂漠の砂に．ロータリーの浄財と．心血の清流

を注ぎ続け、何時か若木の芽が出ることを遠望す

る崇高なプログラムであります。

我々日本人、そしてロータリアンは、 日本文化

の良さ、 日本の特徴を維持する。暗黙知を大切に

する、新世代の日本人を育てる責任があります。

そんなことで、今日、例会にご参加の皆さん、

これからの日本を背負って立つ新世代へ多くのご

支援と桜花学園高等学校インターアクトクラブヘ

のますますのご支援をお願いするとともに、貴ク

ラブよりインターアクトクラブ提唱クラブとして

地区への出向を是非お願いいたしまして、卓話を

おえさせていただきます。

ご清聴ありがとうございました。

。ローダIIーの友9月号よ&l

管理委員長の思い
2010-11年度ロータリー財団

管理垂員長カール・ヴィルゾ、ルム・ステンハマー

ロータリーには多くの青少年プログラムがあります。

インターアクトやロータリー青少年交換といった若い
参加者のためのプログラムは、 ロータリー財団から補

助金を提供されているわけではありません。しかし、こ

れらはロータリーにとってとても好ましい公共イメー

ジを生み出すものであり、それによってロータリー財団

も恩恵を受けています。また、これらのプログラムを通

じて初めてロータリーを経験する参加者が、将来的にロ

ータリークラブの会員となり、財団への寄付者となる可

能性を秘めているという点からも、青少年プログラムは

とても重要と言えます。

国際親善奨学金、研究グループ交換、ロータリー世界

平和フェローシップなど、もう少し年齢層の高い参加者

のためのプログラムは、ロータリー財団からの補助金を

受けて実施されています。私が特に関心を寄せている平

和および紛争解決の分野における国際問題研究のため
のロータリー・センターは、いつの日か、ロータリープ

ログラムという宝石箱を彩る中心的な宝玉となるかも

しれません。

私たちは、ロータリー・センターのプログラムのため

に､9,500万ドルを目標とする募金キャンペーンを行っ

ています。この募金活動は、年次プログラム基金や恒久

基金、さらにはロータリーの2億ドルのチャレンジなど

と同様に大切なものです。

すべての青少年プログラムが平和プログラムです｡特

に、青少年交換の参加者は、まったく新しい嘱境の中で

平和大使として活躍します。多くの期待に応える青少年

交換の参加者は、私たちの大いに誇りとする人たちで

す。

年齢を問わず、また自国か外国かを問わず、地域のプ

ロジェクトに参加する学生は誰でも、 「超我の奉仕」を
通じて「地域を育み、大陸をつなぐ」人たちなのです。

’’
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地区インターアクト副委員長 服部英男君

卓話をさせて頂きますよろしくお願いします

※謝礼もニコボックスに入れて頂きました

地区インターアクト委員 堀本保美さん

インターアクトの関係でお邪魔致しましたよろし

くお願い致します

小林英毅

本日は囲碁会です4F楓の間でお待ちします

大口弘和

次年度ガバナー補佐の委嘱状をお受けしました
本日は遠くからありがとうございますお話よろし

くお願い致します

油田弘佑 足立一郎 萩原喜代子

林 正路 池森由幸 伊藤健文

加藤重雄 喜多康夫 小杉啓彰

松居敬二 宮尾紘司 三好 親

西川豊長 大谷 恩 佐久間良治

佐野 寛 笹野義春 鈴木理之

鈴木聖三 竹内克豊 竹内眞三

谷口 優 舎人経昭 和田正敏

渡邊源市 吉田節美 吉田 玄

本日は遠くからありがとうございますお話よろし

くお願い致します

｜合計52, 000 円 ’
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次回例会平成22年10月5日 （火） 4階雅の間
職業奉仕月間 優良従業員表彰I

ニコボッケス


